




















 Some methods are available to measure fog. There are forward scattering, backscattering and 
transmitted light. To measure visibility in the fog, important point is the scattering angle and the 
wavelength. This technique is applied to prevent traffic accident and automatic driving. We use MOR 
as a measure of the distance we can see in the fog.  

























































































   
注釈）nは粒子数、dは粒子径、mは反射係数、λは波長 
 
続いて、雲や霧を構成している水滴の粒子半径が数～数十μm程
度であり、太陽放射のうち可視光線の波長域との組み合わせではミ
ー散乱が適用される。ミー散乱は前方よりも後方への散乱の方が強く
なる。雲の中の粒子における散乱がこれに該当し、雲が白く見える
要因でもある。 
 
この散乱角について、どの角度が適切であるのか、その角度依存性
についても測定実験により検証していくこととなる。散乱強度がより強
くなる角度を調べる必要がある。 
この時、散乱の対称性なども確認しながら実験を行う必要がある。ま
た、散乱エリア(出力後決まった角度で散乱したレーザー光が、検出
器に入る空間の場所を指し示し、加湿した気体を満たす空間全体を
指すものではない)も散乱角によってその体積が変わるのか、といっ
たあたりも計算や実測においても確認しておきたい。 
実験について、水蒸気を満たした測定空間内にレーザーや検出器
を設置する。レーザー及び検出器を載せる台、円弧上のレールを作
成し、この時、検出器の台はレールに載るようにする。また、リアルタ
イムで温湿度も記録し、その測定値との関係性の有無についても確
認する。散乱前後の光路長との関係性(減衰してないか否か)も考慮
しておく必要がある。測定空間を作成するとき、その壁面にて反射
が発生しないように工夫する必要もある。実験空間内に発生させる
模擬霧の濃度が不均一になりうるので、カメラを通して観察すること
で均一性を保証できるようにする。 
 
 
【段組み終了】 
 
 
